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第３５回若鮎祭実行委員会委員長  医学科第４学年　近　藤　享　史 
第35回「若鮎祭」を終えて 
　長かった準備期間を経て
ついに若鮎祭が終わりました。
テントが片付けられた中庭に
立つと、今まであったことが
本当に一瞬の、それでいて
長い夢のように思い起こされ
ます。今までは一学生として、ただステージ前でわい
わいと騒いだり、模擬店の店番をしたりといった学祭
との関わり方しかしてこなかった僕ですが、今回何の
縁か実行委員長という大役を任されることになり、初
めて若鮎祭が沢山の人の見えない努力と、理解と、
支援によって成り立っていることを実感し、人の繋がり
の大切さと、人が集まることでうまれる力のすばらしさ
を改めて感じることとなりました。これからいくつかそん
な学祭の裏の皆の努力を綴っていきたいと思います。
　そもそも実行委員会の立ち上げから難航しました。
いったい誰が委員長を務めるのか、いつまで経っても
決まらない日々 が続きました。僕も初めは一傍観者に
過ぎませんでした。でも誰かがやらねばならない、そ
して決して他人事ではないんだという思いから委員長
を引き受けることとなりました。この仕事をすることで得
られるであろうものへの期待感もありましたが、部活や
勉強など忙しい時間の中で果たして自分に処理しき
れるのかという不安感の方が大きかったのを覚えてい
ます。その後は半ば強制的に執行部役員、各局局
長を皆に引き受けてもらいました（皆文句も言わずに
やってくれてありがとう）。皆とだからこそここまでやっ
て来られたと確信しています。僕自身わからないこと
だらけで指示のいきわたらないことが沢山ありました。
学祭が近くなるにつれ多くのことが圧し掛かってきて
僕一人では処理しきれなくなったり、常に何が起こる
かわからない状況に備える心理状態から混乱したりも
しました。そんな出来の悪い委員長だった僕を何一
つ責めず、むしろ「お疲れ様」、「頑張ろう」と励まし、
支え続けてきてくれた皆にいくら感謝してもしきれません。
本当にありがとう。特に僕に振り回されてきた執行部
の皆には特別感謝を伝えなければと思います。ずっと
近くで僕の相談に乗り続け、新しく始まったサブステ
ージの運営にも尽力してくれた優一郎、いつも的確
に僕の抜けを指摘してくれた松扉さん、不平ひとつ
言わず黙 と々あらゆる仕事をこなしてくれた藤野、素
敵な看板を仕上げてくれたマイマイに、その愛らしさ
で執行部の皆を和ませてくれた理紗子、そして一人
で全ての会計を担当し、鋭い洞察力で仕事をすすめ、
学祭当日も動き回る僕の変わりにずっと本部に詰めて
くれたみっちゃん。さらに今年は有志として医学科 3
回生や看護科 1回生の皆にも学祭作りに協力しても
らいました。皆本当にありがとう。
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　さてこんな素敵なメンバーに恵まれて始まった第３５
回若鮎祭実行委員会。いつしかやるからにはいいも
のを作り上げようと実行委員たちは高いモチベーショ
ンを持って仕事を始めました。それは今年のスロー ガ
ンである「Challengeneer」にもよく現れていると思い
ます。今後若鮎祭がもっともっと、あらゆる人にとって
よい学園祭となり、多くの人が足を運んでくれるように
なるような、新しい枠組みを作ることができればと考え
準備しました。その最たるものとして仮設駐車場を利
用した新たなスペース、そしてステ ジーの設置が挙げ
られます。当初は仕事量や、予算、来場者がある
のかといった諸問題から断念しなくてはならない状況
にまでなりましたが、各局と何度も話し合いを重ね、
結果実施することとなりました。全てが一からのスター
トでした。会場が１つ増えただけでやらねばならないこ
とは２倍にも３倍にもなりました。多くの地域の方々に
来場してもらえるよう、広報には例年以上に幅広い広
報活動を、ステージ局、企画局には徹底的に来場
者参加型の企画を求めました。寝る間も削って企画
を練りあげたり、夏休み返上でパンフレットを仕上げた
りと頑張ってきた人達の存在を是非皆さんには知って
おいて頂きたいと思います。広告局にはこれらの企画
の膨らんだ予算を確保するために動き回ってもらいま
した。そして総務局には規模を拡大することで増えた
物品の調達から管理、新たなスペースを確保するた
めの駐車場の使用規制、衛生管理など学祭を影か
ら支えるあらゆる事柄を担当してもらいました。医学
科４回生、看護科２回生、一人一人の働きがこの学
祭を作り上げました。誰一人欠けても成り立たなかっ
たでしょう。
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　おかげで初日の土曜日から業者の方も驚くほどの例
年以上の来場者が訪れることとなり、僕たちの
challengeも一定の成果をあげることとなりました。新
たな試みの中、様々な改善点も見つかりましたが、
全体的に来年に繋がる、まさに pioneerといえる学
園祭になったと思います。来年の実行委員の皆さん
にも是非 challengeneerたらんとする気概を持ってよ
りよい若鮎祭作りに挑戦していって欲しいと思います。
様々な背景を持つ人たちをまとめ、一つの方向へと
導いていくのは簡単なことではないと思いますが、必
ずや良い経験になると思うので、是非積極的に実行
委員に立候補していってくれればと思います。
　最後となりましたが、馬場学長、服部副学長、柏
木病院長をはじめ大学・病院の教職員の皆様、永
田学生生活支援部門長をはじめ学生生活支援部門
の先生方、湯浅課長をはじめ学生課の職員の皆様、
湖医会をはじめOB・OGの皆様、後援会の父母の
方々、協賛して下さった企業の皆様、若鮎祭に来
場した下さった方々、この学祭に関わっていただいた
全ての方 に々深く感謝申し上げたいと思います。至ら
ない点も多々ありましたが、皆様のあたたかいご理解
とご支援のおかげで無事第３５回若鮎祭を終えること
ができました。本当にありがとうございました。
　まだまだ語りつくせぬことがありますが、沢山の方々
への感謝を胸に、一先ず筆を置きたいと思います。
皆さん本当にありがとうございました。
本当の最後に…
　常に僕達の一歩先を行き、ここまで導いて下さった
栗本さんに心より感謝致します。栗本さんの熱い学
祭への思いなしに成功することはできませんでした。
本当にありがとうございました。
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「若鮎祭」実行委員の感想 
　今までよりも一味も二味も違う学園祭にしようと
実行委員会が発足して１０ヶ月。正直あっという間
でした。
　今年のスローガンは「C
」ということで、
実行委員会も C
 し、P になろうと努力
した１０ヶ月でした。その最たるものがステージを
二つ設営したことではないでしょうか。前例がなく、
当然反対意見も多くありました。しかし議論を重ね
C
 できたことをうれしく思います。
　そんな中、特に印象に残っていることが、ある年
配の方に言われた一言です。「今年の若鮎祭楽しか
ったよ。また来年来るわ。」と笑顔でお帰りになり
ました。
　１０ヶ月大変でした。当日も今までのように楽し
む学園祭ではなく、楽しませる学園祭でした。すべ
ての人に楽しんでいただけたかどうかわかりませんが、
C
 し続けてよかったと思います。
副委員長　医学科４年　三宅　優一郎
　若鮎祭に向けての活動を始めたのは、去年の十二
月からで、その日々を振り返ってみると、楽しいこ
ともあれば、嫌なこともあり、ここまでの道は険し
いものでした。毎日何か仕事があり、若鮎祭が近づ
くにつれて忙しさは増し、学祭漬けの日々にストレ
スを感じ、早く学祭終わっちゃえと思うこともあり
ました。
　若鮎祭を終えた今、辛いと思いながらも、楽しみ
ながら若鮎祭をつくったことへの充実感とともに、
約一年間一緒にがんばってきた執行部のメンバーや
各局局員の方々、そして若鮎祭を盛り上げてくださ
った学内・学外のお客さん皆への感謝の気持ちでい
っぱいです。本当にありがとうございました。
副委員長　看護学科２年　中島　真衣
　約半年間、若鮎祭を成功させるために実行委員会
で様々なことを話し合い、計画してきました。今年
は 35 回の節目の年ということでダブルステージに

 しました。ぎりぎりまでサブのパイオニア
スペースが盛り上がるのか不安でいっぱいでしたしが、
学祭当日はたくさんの方が来てくださり、盛り上が
ることができました。フィナーレが終わったとき本
当に充実感でいっぱいでした。
　わたし自身、実行委員をさせていただいて最高の
思い出を作ることができ、良かったと思っています。
この若鮎祭に協力してくださったみなさんに本当に
感謝しています。ありがとうございました。
副委員長　看護学科２年　木戸　理紗子
　第 35 回若鮎祭、お疲れ様でした！
　でも、私自身は思い返すと至らない点ばかりで、
正直やりきったという気分になれません。特に私が
担当した学外の市民活動団体に関しては、障害者自
立支援の作業所で作ったお菓子などを販売してもら
ったのですが売れ行きは芳しくなかったようでした。
事前に予想できたことなのに対応を考えておかなか
ったうえ、当日は自分の出演する軽音ライブなどに
気持ちが行ってしまってフォローもできず、せっか
く来て頂いたのに本当に申し訳なく思います。その
他にも、忙しくなるとつい他人にきつく接してしま
って後で後悔することも多く、もっと相手の立場を
考えて行動できるようになりたいとあらためて感じ
させられた若鮎祭でした。
副委員長　医学科4年　松扉　真祐子
　第 35 回若鮎祭を成功させることができ、ご
理解、
ご協力を頂いた学校・病院関係者の方々、企
業の皆
様に御礼申しあげます。
　今年のテーマ、 
 と  との
造語
「
」にふさわしく、今年は史上初
となる
ダブルステージを成し遂げることができました
。
　その根底にあったのは、「今まで以上によ
り多く
の人に開けた、地域に根ざした学園祭を」と
いう思
いでした。しかし、いざダブルステージを置
くとな
ると、色々わからないことや他の局と意見を
違える
こともありました。僕自身も「ダブルステー
ジなん
て本当にできるのか？」と思っていました。
でも、
皆がひとつとなり、素晴らしい学園祭を築き
上げる
ことができました。副実行委員長として碌な
仕事を
していないのですが、執行部の一員として学
園祭に
参加させて頂いたことは、非常によい経験と
なりま
した。ありがとうございました！
副委員長　医学科4年　藤野　光洋
　はじめに、若鮎祭にご支援、ご協力くださいまし
た全ての方々に心より感謝申し上げます。
　実行委員会が 4 月に結成されてから今日までの半
年間、毎日が若鮎祭一色の生活でした。苦労話は数
え切れません。ひとつの仕事が終わる頃にはまた次
の仕事。若鮎祭開催当日が近づくにつれ、忙しさは
増し、仕事をやればやるほど新たな仕事が見つかり、
それと並行して問題点が次々に現れました。開催一
週間前は、一息つくたびに「早く若鮎祭終わってくれ」
「仕事が多い」とぼやいていました。
　ただ終わってみて今思うことは「やってよかった」
の一言に尽きます。忙しさと引き換えに得られる喜び、
達成感はすばらしいものでした。もしもう一度若鮎
祭をやるとしても、私は執行部に入ると思います。
会計　医学科4年　満田　雅人
　若鮎祭に来ていただいた皆さんに楽しんでもらえるか最後まで不安でしたが、笑顔で楽しんでおられる人達を見ると、心から実行委員をしてよかったと思っています。
　表には見えてこない部分で仕事をしてくれている人がたくさんいました。そんな風にたくさんの人が一つのものを創り上げるために協力することで、私たちには、今年しかできない若鮎祭を運営することができたのだと思います。みんなが協力し全力で取り組む先にあるすばらしいものが、こんなにも大きなパワーを持ち、笑顔を咲かすのだと実感し、胸がいっぱいです。若鮎祭運営に協力して頂いた方々、足を運んでくれた方々、学生のみなさんに心から感謝します。
ステージ局副局長　看護学科２年　上野　裕梨江
　委員長から依頼されて、気楽な気持ちで仕事を引
き受けましたが、これほど大変な仕事だと気づいた
のは学祭直前の 10 月に入ってからでした。今年の
総務局は、局員が去年の半分となり、さらにサブス
テージの設置により、一人あたりの仕事の量はかな
り増えました。
　学祭直前になると、なぜか新しい仕事がどこから
ともなく出てきたのはなぜでしょう・・。
　それほど総務局のカバーする仕事の範囲は広いと
いうことです。新しいチャレンジをテーマにした今
年の学祭を、無事成功させることができましたが、
裏方として支えられたことを誇りに思います。来年
もまた、すばらしい学祭を後輩達が創りあげてくれ
ることを期待したいと思います。
総務局々長　医学科４年　金子　雄紀
私が実行委員をやろうと思ったのは、「幹部学年で
どうせやるなら本格的にやりたい !!」って思ったか
らです。総務局の仕事はテント運びやロッカー運び
など、重要だけど細々とした陰の、しかも重労働で
大変な仕事が多く、総務局以外のたくさんの方々に
協力して頂きました。特に部活の人事派遣ではお忙
しいところを色んな部活の方々に協力して頂き、本
当に感謝しています。皆さん、本当にありがとうご
ざいました !!
総務局副局長　看護学科２年　今宮　未来
　第 35 回若鮎祭のテーマは「
」という
ことで、他局と合同でユニセフへの募金を募ったり、
「クラブ対抗クイズ」や「ギネスに 
！」な
ど を 新 た に 企 画 し た り 、 そ し て 、 何 よ り

 の新設など多くの 
 をしました。
学生だけでなくご来客の皆様の記憶の１ページにも
若鮎祭が残るようにと、心を込めてステージをつく
りました。局員の皆には時には無理もさせてしまっ
たように思いますが、本当によく頑張ってくれて感
謝しています。当日、ステージの前で親子がみせた
最高の笑顔、そして、その笑顔を見て思わずこぼれ
る局員の笑顔を見て、頑張ってきて良かったと心の
底から思いました。
　第 35 回若鮎祭を盛り上げてくださった皆様本当
にありがとうございました。
ステージ局々長　医学科４年　森本　政憲
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　第 35 回若鮎祭が無事に終わりました。幹部学年
の皆様、本当にお疲れ様でした。そして、ありがと
うございました。
　「C
」をスローガンに学祭を考えてき
ました。対外的にもっともっとアピールしていこう
ということで、企画を増やし来年につながるように
いろいろ試したりもしました。上手くいった企画も
あれば、上手くいかなかった企画もありますが、局
長としては、さらにパワーアップした学祭にむけて
手ごたえを感じており、今年試みた多くの企画が、
きっと来年に生きてくると信じています。
　企画局局長を任されましたが、局員の方には多々
迷惑をかけたことと思います。それでも、文句も言
わずに協力してくれました。頼りない局長を最後ま
で支えてくれて、本当にありがとうございました。
　これからは、自分の人生の中でチャレンジしてい
きましょう！長い間、ありがとうございました。
企画局々長　医学科４年　藤井　優尚
　約１年間実行委員として学祭に関わ
れたことは、
不安も多く大変なこともあったけれど
、それ以上に
楽しく、面白かったことが多かったと
思います。広
報局では、局長さんや局員さんにかな
り迷惑をかけ
てしまいましたが、みんな優しくてこ
のメンバーで
広報の仕事をすることができて本当によ
かったです。
　若鮎祭の準備、本番の二日間、お疲
れ様でした。
貴重な機会をいただき、本当にありが
とうございま
した。
広報局副局長　看護学科２年　桑原　裕美
　学園祭を終えた今、私が強く感じたことは、「O 
	 A , A 	 O」の大切さである。私たちは広告
局として、外部のご施設にわが学園祭への広告掲載
をお願いするのが仕事であった。つまり日常の業務
の大半は、一人で訪問し、契約をお願いすることと
なる訳だが、皆初めて体験する業務であり、混乱す
ることばかり。しかし我が校の代表としてお邪魔さ
せていただいている以上、不手際がないように仕事
を進めねばならないというプレッシャーもある。誰
もが右も左もわからない状況の中で、困ったことは
周囲の友人らと相談し、皆一丸となって一つのゴー
ルを目指すことの尊さを学ぶことができた。反省す
べきだった点は多々あるが、来年へのバトンをしっ
かりつなぐことで、皆さんへの恩返しとしたいと思う。
広告局々長　医学科４年　松尾　圭祐
　昨年とは違い学祭を作る側に回ってみて、たった二日間のために半年以上前から準備をして、資金を集めるのに電話をかけたり、訪問したりとその大変さがわかりました。
　至らない点が多く、局長の松尾さんにはたくさんご迷惑をかけてしまったと思います。そして看護の広告局の皆ありがとう。本当にお疲れ様でした。　長い期間準備をしてきた今回の学祭は昨年よりもずっと思い出深いものとなりました。実行委員の一人として第 35 回若鮎祭に関わる事ができ、貴重な体験をさせていただきました。本当にありがとうございました。
広告局副局長　看護学科2年　西村　早緒理
　実行委員会が立ち上がってからの約１０カ月間、
私自身本当にたくさんの経験をさせていただきました。
企画局に限ったことではないですが、表に見える仕
事はほとんどなく裏方の雑務が大半を占めています。
若鮎祭のような規模の大きなことを実行しようと思
うと、表に見える分の何倍も多くの裏方の仕事があ
るということ、またそれらによって成り立っている
ことを身をもって感じました。
　局長・局員の協力をうけて、微力ですが副局長を
務めることができたこと、若鮎祭実行委員会のメン
バーの一人として多くのことにチャレンジさせてい
ただけたこと、心より嬉しく思っています。どうも、
ありがとうございました。
企画局副局長　看護学科２年　田原　史織
　まず初めに、広報活動にご協力いただいた
地域の
皆様をはじめ、大学関係者の方々にお礼申し上げ
ます。
広報局長という大役を頂いてから学園祭当日
まで、
本当にあっという間でした。その間、悩んだ
り投げ
出したくなったりと色々ありましたが、周り
の広報
局の仲間や実行委員会の方々に支えられ、広
報活動
を行うことが出来ました。
本当に本当に感謝しています。
　局長の仕事はとても大変でしたが、得られ
るもの
も多かったと思いますし、やって良かったです
。
　最後に、第 35 回若鮎祭で幹部学年であっ
た医学
科４回生、そして看護学科２回生のみなさん
、お疲
れ様でした。
広報局々長　医学科４年　大庭　章史
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第61回 西日本医科学生総合体育大会 トピックス 
　今年度の西日本医科学生総合体育大会（通称：西医体）は琉球大学が主幹校として、主に7月下
旬から8月上旬にかけて開催されました。 
　今年度は全体的にベスト8以上の成績の種目が多く、コンスタントな結果を残すことが出来ました。今
年度も本学のカリキュラムにおけるセメスター制による大会日程との重複という難問を学生委員が中心と
なって克服したことにより、日頃の猛練習の成果を遺憾なく発揮することができました。 
　　　クラブ名
ラグビー
端艇
硬式庭球（女子）
バドミントン(男子）
ハンドボール
ゴルフ
水泳
陸上競技
ヨット
サッカー
バスケットボール（女子）
スキー
柔道
　　　　　　 成 　　績
優 勝
ベスト４（以降の試合打ち切りのため優勝扱い）
個人準優勝
準優勝
個人第３位
女子個人種目２位、３位、リレー種目５位
男子個人種目５位、６位
スナイプ級７位
ベスト８
ベスト８
男子大回転８位
女子個人ベスト８が２人
総合優勝
個人種目男子優勝２種目、女子２位１種目
第61回西日本医科学生体育大会における本学の主な成績
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西医体評議委員を終えて… 
　西医体評議委員  医学科第４学年　高　木　虎太郎 
　昨年の 10月から今日まで、体育会の役職の 1つである西医体評議委員という仕事をしてきました。この仕事
を引き受けた理由は体育会の経費で (つまりタダで )沖縄に年間 4回行けるからという単純な理由からでした。
　実際に引き受けてみると、やらなければいけない仕事の量が多くて大変でした。評議委員の仕事を簡単に言
えば、各部活が西医体に出場できるように、会議を受けて、西医体の総合主幹校 (今年で言えば琉球大学 )
にエントリー の資料を提出するという仕事なのですが、この総合主幹校に提出する資料づくりが本当に大変でした。
もし、どこかの部活の資料にミスや抜けているところがあったら、その部活は西医体に出場できなくなります。その
ため資料の確認・訂正は本当に時間をかけておこないました。また学生課担当職員の方の協力もあって、今年
は無事に全部活が西医体に出場できました。
　今年の西医体の大会期間中は新型インフルエンザや沖縄での台風上陸などもあって大変な中、琉球大学を
始め西医体評議委員会は本当にこの西医体をよくやりとげたと思います。自分もその一端を担えたことがすごく貴
重でいい経験だったし、西医体評議委員という役職を引き受けて本当によかったと思いました。本当にありがとう
ございました。
第61回　西医体を終えて 
　ラグビー部主将  医学科第４学年　武　藤　　　亮 
　夏、神鍋高原のグラウンドにて鳴るホイッスルの合図。その瞬間、滋賀医科大学ラグビー部の２年ぶり２度目の
優勝が決まった。すぐには実感がわかなかった。ただみんなと握手し、抱き合い喜びを分かち合っているうちにやっ
と、優勝したんだという思いと、大きな達成感がこみあげてきた。
　2年前に初めての西医体優勝から臨んだ昨年度の西医体では、ベスト8という結果に終わった。西医体で勝
つということがいかに難しいかを痛感させられた。
　この一年、その悔しさを胸に刻み、チームのみながそれぞれに課題を持ち、練習を重ねた。いかにチームを
強くできるのか、どうしたら勝てるのかを追求し続けてきた。その成果が、練習試合対医学部無敗、関西医歯
薬優勝、そして西医体優勝という最高の結果に結びついたのだと思う。レギュラー ではない部員も仮想の相手
役を頑張って務めてくれた。マネージャー の支援、OB・OGさんや関係者の方々の応援も大きな力になった。ま
さにチ ムー一丸となって勝ち取った勝利だと思う。
　このチ ムーのキャプテンが出来てほんま最高やった！
SETA DAYORI  No.85 トピックス
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　ボ トー部主将  医学科第４学年　北　川　雄　大 
　昨年、高知県の四万十川で行われた西医体で総合優勝し滋賀医大ボ トー部史上初の総合５連覇を達成した。
そして今年は総合優勝６連覇のかかった西医体であった。試合前から他大学の噂に一喜一憂しプレッシャー に
耐えながらも日々 練習に励んだ。そして迎えた出発日、今年は熊本県の班蛇口湖で行われた。片道 10時間以
上も車にゆられ到着したときは皆クタクタだった。他大学の練習風景を見ながらどこが速い、どこはたいしたことは
無いというようなことを話しているうちにすぐに西医体当日を迎えた。初日は予選、２日目は準決勝、３日目は決勝と
各クルーが順当に勝ち上がり結果、今年も総合優勝することができた。かつてないような薄氷を踏むようなギリギ
リの優勝であったが、優勝の瞬間は皆喜びを爆発させた。
　連覇を背負うようになると優勝できて良かったというよりほっとした気持ちが大きくなる。来年はボ トー部西医体史
上最多連覇タイのかかる７連覇がかかっている。もう少しでまたシーズンが始まるが、部員一同一致団結し来年
も７連覇の喜びを皆でかみ締めたいと思う。
6連覇、そして7連覇へ 
追悼慰霊式を終えて
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平成21年度 学生表彰 
　平成21年 10月24日（土）第35回若鮎祭の開会式が華やかに行われ、それに引き続き学生表彰の表彰
式が執り行われました。今回、表彰を受けられるのは、平成20年9月から平成21年8月までの間に優れた実
績、評価を得た2人の個人及び5団体です。表彰式は馬場学長、永田学生生活支援部門長、推薦者の病
理学講座小笠原教授、麻酔学講座野坂教授、病理学講座向所講師の代理でラグビー部OB山下さん、整
形外科学講座松末教授、近藤若鮎祭実行委員長等の列席のもと、馬場学長から表彰状と副賞が手渡されま
した。博士課程の大学院学生によるポスター発表会の評価結果に基づく「優秀ポスター賞」の発表ののち表
彰式は快晴のもと、多くの学生の見守る中、和やかな雰囲気で、かつ盛大に行われました。 
1 
 
No 推  薦  理  由  推　薦　者 
2
3
4
5
6
7
第６１回西日本医科学生総合体育大会 
ボ トー部門総合優勝 
第６１回西日本医科学生総合体育大会 
男子舵手付きフォア部門優勝　 
 
第６１回西日本医科学生総合体育大会 
男子シングルスカル部門優勝 
端艇部 
塩見　一徳 
第６１回西日本医科学生総合体育大会 
優　勝　 
ラグビー部 
第６１回西日本医科学生総合体育大会 
優　勝　 
女子硬式庭球部 
第５回日本医歯薬大会 
優　勝　 
男子バレーボール部 
病理学講座で研究に従事。その結果、英文論文の共
同発表者として、2009年 8月にVaccine誌（インパ
クトファクター3.3）にIntranasal administration of 
a live non-pathogenic avian H5N1 influenza virus 
from a virus library confers protective immunity 
against H5N1 highly pathogenic avian influenza 
virus infection in miceとして受理された。 
端艇部 
端艇部 
男子舵手付きフォア 
医学科第5学年 
池田　瑞穂 
指導教員 
病理学講座 
小笠原教授 
顧問教員 
麻酔学講座 
野坂教授 
顧問教員 
病理学講座 
向所講師 
顧問教員 
整形外科学講座 
松末教授 
顧問教員 
外科学講座 
浅井教授 
2009びわ湖学生フェスティバル 
2009びわ湖学生フェスティバルに参加して 
　びわ湖学生フェスティバル実行委員  医学科第2学年　藤　田　覇留久 
　滋賀県内１３大学の学生代表が企画し、実施される「びわ湖学生フェスティバル」が、今年は９月２６日（土）
に琵琶湖の遊覧船「MEGUMI」船上にて開催されました。船上での講演会のほかにも、浜大津港では各大
学による模擬店やステージでの演奏等が行われました。 
　当日は快晴に恵まれ、開会式には本学の服部副学長も駆けつけ、学生たちと記念写真を撮影するなど、和
気あいあいとした雰囲気の中始まりました。 
　本学からは学生、教職員総勢２７名の参加があり、柔道部有志による「焼うどん」の模擬店、管弦楽団ア
ンサンブルによる、映画「ハウルの動く城」の「世界の約束～人生のメリー ゴーランド」の演奏が行われまし
た。焼うどんは完売するなど大盛況のうちに終わりました。 
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　滋賀県内１３大学の学生代表が企画し、実施される「び
わ湖学生フェスティバル」が、９月２６日（土）に大津港周辺
にて開催され、今年は、新型遊覧船「ｍｅｇｕｍｉ」による、「琵
琶湖から見る近江八景」と銘打ったクルーズと、大津港周辺
での各大学による模擬店、ステージ企画が行われました。船
上では講演会も行われ、参加者は琵琶湖の美しさをさらに身
近に感じられたのではないでしょうか。
　昨年度の企画は「ビアンカ」によるクルーズのみでしたが、
今年は学園祭形式で行われ、各大学の特色がよく出た素晴らしいものになったのではないかと思います。
本学からは学生、教職員総勢２７名の参加があり、柔道部有志による「焼きうどん」の模擬店、管弦楽団
アンサンブルによる、映画「ハウルの動く城」の「世界の約束～人生のメリー ゴ ラーンド」の演奏が行われ
ました。私自身は露店部を担当し、出品物の決定、模擬店従事者の名簿作成のお手伝いなど微力ながら
お手伝いさせていただきました。
　私は今回この企画に参加し、滋賀県にはこんなに大学があったのかと驚きました。西医体などで他県の
医学生としか交流してこなかった私にとっては非常に刺激的な経験となりました。美術系の大学の学生や、
保育士を目指している学生など個性豊かな学生たちと交流でき、私の大学生活での一つの素晴らしい思い
出となりました。
　医師になると、他の職種の人 と々共に仕事をするという機会は少ないので、学生時代にこのようなイベント
を通して様 な々人 と々交流を図るのはとても意義深いことだと思います。また、ステージ企画による各大学の
PRは、地元の一般の方 に々大学を知っていただく良い機会になりました。
　最後になりましたが、このような機会を与えてくださった学生課の事務の方々、企画を進めてくださった実
行委員の皆様、フェスティバル直前の不躾な依頼にも関わらず協力してくださった当日参加の皆様、その他
このフェスティバルに関わられたすべての人 に々感謝いたします。ありがとうございました。
分子神経科学研究センター 
新任教員 
紹　　介 
　本年 6月1日付で分子神経科学研究センター ・神
経難病治療学分野の准教授を拝命いたしました。
私は平成 3年に京都大学医学部を卒業した後、神
経内科医として京都大学付属病院、住友病院で臨
床医の手ほどきを受けました。この間、神経変性疾
患の症候学と診断法の習得においては非常に有意
義な時期を過ごさせていただきましたが、残念ながら
治療法に関しては年々絶望感がつのるばかりでした。
特に進行性の致死性骨格筋麻痺症状を呈する筋萎
縮性側索硬化症（ALS）は、働き盛りの壮年期を
襲い、呼吸麻痺を招来する神経難病中の難病であり、
ALSの克服は全ての神経内科医の悲願といっても過
言ではありません。私は平成 8年に京都大学大学院
医学研究科・脳統御医科学系臨床神経学講座、
下濱俊先生（現札幌医科大学神経内科教授）の
研究室の門戸をたたき、ALSの基礎研究を始めまし
た。その後、理化学研究所・脳科学総合研究セン
ター の高橋良輔先生（現京都大学神経内科教授）
の研究室に平成 12年から15年まで、さらに平成 15
年から18年までは、カナダ・ケベックシティー にある
ラバル大学でALS研究の世界的権威である Jean-
Pierre Julien博士の研究室に留学し、主に家族性
ALSの原因であるスーパーオキシドジスムターゼ 1 
(SOD1)によるALSの発症機序の解析、ALSモデル
マウスを用いた免疫療法の開発研究を行いました。
ご縁あって、平成 18年より本学・分子神経科学研
究センター ・神経遺伝子解析分野の遠山育夫教授
に助教として採用いただき、ALSの治療開発研究を
続けてまいりましたが、このたび当センター に新設され
た神経難病治療学分野という講座を主催させていた
だく事となりました。
　現在厚生労働省から特定疾患の指定を受けてい
る難病は 130種類ありますが、うち３０種類以上を神
経難病が占めております。近年の遺伝子工学の進
歩により、家族歴を有する神経難病の遺伝子が次々
と同定され、さらに原因遺伝子を用いたトランスジェニ
ック・ノックアウトマウスなどの疾患モデルマウスの作出、
ゲノミクス・プロテオミクスといった効果的な網羅的研
究の技術革新、イメー ジングテクニックの進歩により
10年前に比べると神経難病に関する我々の理解度
には隔世の感がございます。一方治療面でも、iPS
細胞の登場により再生医療が一気に現実味を帯びて
まいりました。しかしながら、再生医療のヒトへの適
応は決して楽観的なものではないことも事実であります。
例えばALSモデルマウスへのＥＳ細胞を用いた移植
治療の効果は期待したほど劇的なものではありません
でした。背景には移植組織の生着、筋肉への線維
連絡効果、周囲組織との不測の相互反応等、疾患
特有の病態が介在し、これらの克服が再生医療の
成功には不可欠と考えられます。「失われた神経細
胞を補えばよい」といった短絡的な結果主義に走る
あまり「病態に基づく治療法の開発」を行うという姿
勢を忘れてはならないと思うのであります。まだまだ走
り始めた小舟でありますが、「画期的な治療法は必ず
しも最新技術ではない」という信念のもと、ALSをは
じめアルツハイマー病やパーキンソン病といった神経
変性疾患の克服のため「温故知新」の精神で努力・
邁進する所存であります。皆様のご指導・ご鞭撻を
何卒よろしくお願い申し上げ、着任のご挨拶とさせて
いただきます。
　
准  教  授 
漆　谷　　　真 
1991年 3 月 京都大学医学部医学科　卒業 
1991年 6 月 京都大学医学部付属病院（研修医） 
1992年 4 月 財団法人住友病院（神経内科研修医・医員） 
1996年 4 月 京都大学大学院医学研究科博士課程入学 
2000年 3 月 同上 修了　（医学博士） 
2000年 4 月 理化学研究所脳科学総合研究センタ  ー
　　　　　　　　　運動系神経変性研究チーム　常勤研究員 
2003年 9 月 カナダ・ラバル大学CHULリサーチセンタ  ー
ポスドク 
2004年 7 月 カナダ保健研究機構　フェロ  ー
2006年 9 月 滋賀医科大学・分子神経科学研究センター　 
神経遺伝解析分野　助手（平成19年助教） 
2009年 6 月 滋賀医科大学・分子神経科学研究センタ  ー
神経難病治療学分野　准教授 
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経
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医学部看護学科臨床看護学講座母性看護学・助産学 
　 2009年 8月1日付けで臨床看護学講座母性看
護学・助産学に着任致しました。私は、助産師とし
て東京都内の病院の産科病棟とNICU（新生児集
中治療室）病棟で周産期医療に携さわった後、オ
ーストラリアの大学院修士課程で助産学を学びました。
保健・医療水準全般は日本の方が優っている様に
思えたのですが、唯一、助産領域だけはその逆でし
た。というのも、昨今、日本でも話題となっている助
産師外来や院内助産院が数十年前からほとんどの
病院に設置されており、妊娠経過が正常であれば妊
婦健診も助産師が担当、分娩経過が正常であれば
医師の立会いなく助産師のみで分娩を介助等、助
産師の専門性が発揮できる体制が整備されていました。
また、日本の大学でも導入され始めている助産師の
養成は全て大学院レベルで行われており、質の高い
実践能力を習得した助産師を臨床に送り出していま
した。日本でも理想の助産師活動と助産師教育体制
が徐 に々整いつつあります。遅いスター トではあります
が、助産師の活動の場がさらに広まることに喜びを感
じています。在学中は分娩介助実習を通して、周産
期医療の現場を体験する機会を得ました。時にはオ
ージー助産師の繊細さに欠けるケアに驚くこともありま
したが、「Welcome to the world !」といって幸せそう
に赤ちゃんを取り上げる姿は忘れられない思い出とな
っています。
　静岡県立大学看護学部で助手として勤務した後、
再び大学院の修士・博士課程で研究の基礎を学び
ました。母子保健を学ぶ「発達医科学教室」で、
胎児期に低栄養状態に曝露されると将来、成人病
を発症するという「胎児期成人病発症説（バ カーー
説）」を明らかにするための疫学研究に携わりました。
教室では「とことん考えて、とことん議論する！」が
鉄則で、常に探求心を持つことの大切さを学んだ 5
年間でもありました。
　産科医と同様に、県内での助産師数不足も進ん
でいると聞いております。そのため、本学への助産
師養成の期待は大きく、高い助産診断技術能力を
持つ助産師を育成することが本講座の使命であるこ
とを深く認識しております。講義を通して助産師の魅
力を語り、1人でも多くの学生さんが助産師の道を志
してもらえる様、努力してまいりたいと考えております。
ご支援、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。
教　授 
渡　邊　浩　子 
1984年 3 月 東京大学医学部附属助産婦学校卒業 
1984年 4 月 帝京大学医学部附属病院助産師 
（～1987年3月） 
1987年 4 月 日本大学板橋病院助産師（～1988年12月） 
1996年 3 月 青山学院大学文学部英米文学科第二部修了 
1999年 3 月 ウーロンゴン大学大学院助産学修士課程修了 
（オーストラリア）（助産学修士） 
1999年 6 月 静岡県立大学看護学部助手（～2002年3月） 
 
2004年 3 月 東京大学大学院医学系研究科 
国際保健学専攻修士課程修了（保健学修士） 
2007年 3 月 東京大学大学院医学系研究科 
国際保健学専攻博士課程修了（保健学博士） 
2007年 4 月 京都大学大学院医学研究科 
人間健康科学系専攻講師（～2009年7月） 
2009年 8 月 滋賀医科大学医学部看護学科臨床看護学講座教授 
経
　
歴 
歯科口腔外科学講座 
准  教  授 
西　川　正　典 
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　平成２１年９月１日付で歯科口腔外科学講座の准
教授を拝命いたしました。出身地は京都ですが、大
学の６年間は東北大学で学び、卒業後、吉武教授
（現名誉教授）が主宰されていた本学の歯科口腔
外科学講座に入局しました。２年間の研修終了後、
本学の大学院に進学し、基礎看護学講座　佐伯
教授（現名誉教授）のもとで、歯周病による組織破
壊に関する研究を行いました。その後、本学の助手、
講師を経て、デュッセルドルフ大学口腔顎顔面外科
への留学の機会を得ました。帰国後、長浜赤十字
病院に赴任し、歯科口腔外科の設立を行った後、
今回、再び本学に奉職させていただくことになりました。 
　医学部附属病院における歯科口腔外科の役割と
しては二つあると考えております。 
　一つめは地域の診療所・病院では対応できない
口腔外科疾患の治療です。口腔外科とは口腔・顎・
顔面における疾患を対象とした外科であり、炎症・
外傷・嚢胞・腫瘍・口腔粘膜疾患など多くの疾患
を扱っております。近年、口腔・咀嚼への関心の高
まりからデンタルインプラント治療や手術を必要とする
顎矯正治療を受ける患者さんが増加しております。
デンタルインプラント治療・顎矯正治療は私の専門で
もあるため、今後一層これらの治療を充実させ、地
域医療に貢献していきたいと考えております。 
　二つめは当院における入院患者さんの口腔衛生
状態・口腔機能の向上です。口腔衛生状態の改
善を行う手法は「口腔ケア」と呼ばれており、現在、
多くの施設が「口腔ケア」に取り組んでおります。「口
腔ケア」は単に口腔内の清掃を行うことではなく、口
腔機能を改善することも可能です。つまり、味覚の
改善、食欲の増進、身体の諸機能の向上や低下
防止などの効果も期待することができます。また「口
腔ケア」は術後合併症の減少、平均在院日数の短
縮などの効果があると言われています。当院におい
てはすでに「デンタルサポ トーシステム」を立ち上げ、
歯科口腔外科と各病棟が「口腔ケア」を効率的に
行う体制を整えております。まず当科の歯科医師、
歯科衛生士が専門的口腔ケアとして口腔内の状態
の診査、診断、口腔清掃法の指導を行い、その実
践により口腔衛生状態の改善が認められれば、自己
および介助者による「口腔ケア」に移行することがで
きます。 
　滋賀医科大学附属病院は地域の基幹病院として
大きく期待されており、今後、当科もさらに地域住民、
地域の医療機関から信頼されるよう努めて参りたいと
考えております。また、当大学の学生が口腔に関す
る十分な知識を持った医師・看護師となるよう教育に
も力を入れていきたいと思います。今後ともより一層の
ご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 
 
1995年 3 月 東北大学歯学部卒業 
1995年 5 月 滋賀医科大学医学部附属病院医員 
（歯科・研修医） 
2001年 3 月 滋賀医科大学大学院医学系研究科博士課程修了 
2001年 4 月 滋賀医科大学医学部附属病院医員 
2004年 4 月 滋賀医科大学医学部付属病院歯科口腔外科助手 
2007年 4 月 滋賀医科大学医学部付属病院歯科口腔外科講師 
2008年 2 月～ 7 月 
 デュッセルドルフ大学口腔顎顔面外科 
（日本学術振興会　特定国派遣研究者（ドイツ）） 
2008年 9 月 長浜赤十字病院歯科口腔外科副部長 
2009年 4 月 長浜赤十字病院歯科口腔外科部長 
2009年 9 月 滋賀医科大学医学部歯科口腔外科准教授 
経
　
歴 
新任教員紹介 SETA DAYORI  No.85 
15
ＭＲ医学総合研究センター 
　本年 10月1日からMR医学総合研究センター に
准教授として着任させていただきました。私は脳外科
医でありますが、MR装置が臨床に普及するようにな
った頃からMR spectroscopyに興味があり、当時の
脳外科教授の半田先生に相談しましたところ、犬伏
先生を紹介されました。偶然にも、犬伏先生は、ペ
ンシルバニア大学から本学に教授として転任されたと
ころで、最先端技術である多核種MRSに関して色々
教えていただきました。また、当時としては珍しい実
験動物用の 2TのMR装置も導入され、動物用のコ
イルの作製やUnixの手ほどきを森川先生から受けま
した。ラットの脳虚血モデルで、ホスホクレアチン、
ATPが dynamicに変化する様子を31P MRSで興
味深く観察したことは忘れられません。
　N-acetylaspartateが神経細胞に比較的特異的
に存在することをヒントに、認知症例でNAAの低下
があるのではないかと思い、当時、京大老年科の秋
口先生にお願いし、アルツハイマー症例のMRSをさ
せていただきました。村田教授や放射線部の方々の
ご支援もあり、MRSの研究を続けさせていただき、
現在、1000例を超える件数となっております。最近は、
voxel-based morphometry(VBM)による脳容積の
減少の検出をしており、アルツハイマー病以外の疾
患での研究や、老化による脳萎縮の予防モニター に
使えないか検討中です。
　近年は、分子生物学、遺伝子医学の進歩が目覚
ましく、気がつくとPETやMRIといった臨床画像の
分野でも分子イメー ジングの領域に突入してきておりま
す。また、術中のMRIや手術のロボティックスの研
究開発といったマクロ的研究開発も重要で、本学で
は谷教授や森川教授が精力的に進めておられます。
このようにMRはミクロからマクロにわたる広い分野に
関係しており、私も微力ながら皆様の研究の一助と
なれるように努力するつもりでおります。今後とも、どう
ぞよろしくお願い致します。
准  教  授 
椎　野　顯　彦 
1983年 4 月 滋賀医科大学医学部附属病院脳神経外科 
　臨床見学生 
1983年 6 月 滋賀医科大学医学部附属病院脳神経外科 
医員（研修医） 
1983年11月 滋賀医科大学脳神経外科助手 
1984年 5 月 彦根市立病院脳神経外科 
1986年 2 月 滋賀医科大学医学部附属病院脳神経外科医員 
 
 
1987年 5 月 郡立高島病院脳神経外科 
1989年 4 月 滋賀医科大学脳神経外科助手 
1992年 4 月 ペンシルバニア大学（アメリカ合衆国）に留学 
（文部省在外研究員）） 
1998年 1 月 滋賀医科大学脳神経外科講師（学内） 
1999年12月 滋賀医科大学医学部附属病院脳神経外科講師 
2009年10月 滋賀医科大学MR医学研究センター准教授 
経
　
歴 
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キャンパス 
ラ イ フ  海 外 自 主 研 修  
ドイツでの暮らし 
医学科第４学年　加　藤　寿　一 
　７月下旬、前期のテストが終わった余韻にひたるま
もなく、僕はドイツへと向かった。そして、二ヶ月近く
に及ぶ自主研修が幕を開けた。今回僕がお世話に
なったのはドイツのほぼ西端にある都市、デュッセルド
ルフにあるデュッセルドルフ大学 (正式名称はハインリヒ･
ハイネ大学デュッセルドルフ )附属病院の病理学研究
所 (Institut fuer pathologie)である。ここはH ･E ･
ギャバ トー教授以下、上級医師 6名、医師 8名を含
む総勢 40名近いスタッフで運営されている。そんな
なかへ期待三割不安七割で飛び込んだ僕ではあっ
たが、医師をはじめ様々な方が心を砕いてくれたお
かげで自然と打ち解けることが出来たように思う。病
理学研究所における仕事内容もすぐに把握できるよう
になってきた。
  
(自主研修内容)
 
　朝 8:00からのミー ティングのあと、病理解剖が (あ
れば )行われる (毎日ではない )。それと並行して他
科から送られてくる検体の切り出し、プレパラー ト作り
が行われ、翌日にはカルテとともにそれらが医師の下
に戻ってくる。医師はそのプレパラ トーを見て診断を
行い、上級医がその診断が妥当であるかをチェック
する。このように医師は自分の判断を常に上級医に
チェックされ、時に診断が困難な場合上級医師の判
断を仰いだりする。僕は医師の一人についてその仕
事ぶりを見学するところから始まり、病理解剖の手伝
い (計量、記載、簡単な作業など )、組織の切り出
しを手伝わせてもらった。おかげで様 な々臓器や疾患
などを直に目に触れ、手に取る機会に恵まれた。左
病理学研究所 デュッセルドルフの港
19
キャンパスライフ SETA DAYORI  No.85
室自由壁破裂による心タンポナーデで心嚢膜を切った
瞬間に血が吹き出てきたときの衝撃は忘れられない。
また、エキノコックスやCJDなど日本ではあまり遭遇す
ることのない疾患について目にすることができ貴重な
体験となった。
(暮らし向きに関して)
 
　デュッセルドルフは日本人が多く住む街として有名
であり、インマーマン通りには日本語があふれている。
日本の食材も高いがなんでも手に入る。ラー メンも食
べられる。しかし、せっかくドイツにいるのだからと思い、
あまりそういうところには近寄らず近所のスー パーで買
い物をして寮のキッチンで自炊する生活をもっぱら送っ
ていた。ハムやチーズ、パスタなどの種類は豊富で
おいしい。また、ドイツではペットボトルや瓶がデポジッ
ト制で、特にペットボトルは 30円程取られるのでおち
おち捨てられない。買い物に行くときはそれらを返却
して保証金を取り戻すようにしていた。
　そうして平日は節約倹約に励み、休日は色 な々とこ
ろに行って豪遊？する生活をしていた。前述したよう
にデュッセルドルフはドイツの西端にあるので、ベルギ
ーやオランダが近い。アムステルダムやマーストリヒト、
リエージュといったベネルクスの街に日帰りで遊びに行
った。また、遠出せずに近郊の町にもよく行った。ど
んな小さい町にも中心部には立派な教会と広場があり、
日曜の昼下がりにそんな広場のテラスに腰掛けてコー
ヒー などを飲んでいると非常に豊かな気持ちになれた。
　ドイツに研修に来ているみんなでベルギーやチェコ
に旅行に行ったりもした。アントワー プのノー トルダム大
聖堂やブリュッセルのグランプラス、プラハのカレル橋
など同じ陸続きのヨー ロッパではあるが、それぞれ趣
の異なる文化に触れ、それぞれのドイツでの暮らしを
語り合う楽しいひと時を過ごした。
　もちろん、ドイツでの暮らしは天国のようなことばかり
ではない。言葉や習慣の違いから苦労することは多
かった。しかし、それらを含めよい経験になったと思う。
今回の自主研修では様々な方のご尽力を得た。服
部副学長、杉原先生をはじめ（旧）第一病理学講
座の皆さん、九嶋先生と数え上げるときりがないが、
この場を借りて御礼を言いたい。ありがとうございまし
た。
ライン川のほとりにて
プラハにて
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カナダでの自主研修 
医学科第４学年　宮　原　瑞　紀 
　私は、CanadaのVancouver general hospitalと
いう病院の iCAPTURE centreで、田中伸岳君とと
もに約１ヶ月自主研修させていただきました。私がカナ
ダに行きたいと思った第一の理由は英語という環境で
す。英語圏で、ホームステイをしてみたいというのが
私の中学生のときからの夢でした。たくさんの人たち
と自分の英語を使って会話してみたかったのです。そ
の上、ここのラボでは呼吸器疾患の研究が出来るこ
とを知り、私自身がもともと喘息もちで呼吸器系に興
味があったためぴったりだと考えてカナダを希望しました。
　iCAPTURE centreではBritish Columbia大学
の呼吸器疾患の研究が行われています。今回私た
ちもその研究の一部を担当させていただきました。
COPD患者の肺のCTをコンピュ ターー 解析し、CT
という二次元画像を三次元化させ、気管支壁の厚さ
を測ることが主な内容でした。この研究が進めば
COPDのメカニズムや治療の効果がわかり、臨床に
応用することができるそうです。また、空き時間には
COPDについてのたくさんの論文を読ませていただき
ました。日本で英語の論文を読もうとしてもなかなか機
会がなかったので、とても良い勉強になったと思います。
　出発の時、行きの飛行機がエンジンの故障で１日
遅れるという悲惨な出来事から私たちの自主研修は
始まりました。慣れない国際電話でホストファミリー に
伝えたり最初は緊張の連続でした。しかし、カナダに
着くとホストファミリー は私たちをあたたかく出迎えてく
れました。優しいけれどいたずら好きのパパとテンショ
ンが驚くほど高いママ、そして絶叫マシ ンーとアイスク
リー ムが大好きな１２歳の女の子でした。着いたのが
ちょうど週末だったので、ホストファミリーと一緒に
PNEという遊園地に行きました。そこではいつでもど
こでも楽しいことを探し、みんなで盛り上がる自由な雰
囲気のカナダ人達を目の当たりにしました。日本人と
はどこか違うカナダ人のスケールの大きさを感じて、ち
ょっとしたカルチャー ショックでした。カナダでは夏を過
ぎるとほとんど毎日のように雨が降るので、天気が良
かったり週末になるとカナダ人はとにかく外へ出かけま
す。ホストファミリー と一緒に生活することで、カナダ
人の生活や文化や考え方などにより深く触れ合うこと
が出来たように思います。しかも、ホストファミリー は
私たちに対して本当に親切でジョー クのたえない明る
すぎる家族でした。遊園地のほかにもいろんな場所に
連れて行ってもらい、私たちのことをいつも考えてくれ
V G H ホストファミリーと
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て家族同然に接してくれたのが本当にうれしかったで
す。
　私たちの普段の生活は、毎朝パパに駅まで車で
送ってもらい、ママと供に電車で１時間弱、さらにシ
ャトルバスに乗って合計約２時間もの旅をしながら毎日
ラボまで通っていました。その間も、毎日free paper
という無料の新聞を読みながら行ったり、ママと英語
で会話したりと英語漬けの毎日でした。私たちの下
手な英語をママはいつも優しく聞いてくれ、理解して
くれ、またわかりやすく話しかけてくれました。もっと英
語をきちんと勉強してバリアなく話せるようにそして理
解できるようになりたいと心から思いました。やはり、
実際にカナダ人が話す英語はすごくきれいで速くもあり、
そのような英語環境の中にいられたことは本当に幸せ
でした。一方カナダは移民の国なので、独特の英語
を話す人もたくさんいました。しかし、共通して言える
ことは、移民であってもカナダ人で、みんな自分の話
したいことを英語でうまく表現し、そして理解する側も
あたたかくその英語を受け入れていることです。これ
は移民の国カナダならではかもしれません。ラボでは
Dr.Harvey Coxsonの下で研究が進められているの
ですが、とてもお忙しいにも関わらず私たちにCOPD
について話してくださったり、また毎日少しでも顔を出
して下さったり本当に親切な先生でした。
　また、iCAPTURE centreには現在４人の日本人
の先生方が研究しておられて、私たちを観光やご飯（お
いしい日本料理や中華料理！！）に連れて行ってくだ
さり、初対面にも関わらず本当に優しくしていただきま
した。慣れない環境の中、先生達と会ってお話しす
るのはほっとする瞬間でした。同時に、先生方のよう
に外国で最新の研究をするというのも素敵なことだと
思いました。今まで日本では考えもしなかったのですが、
幅広い視野でこれからの自分の人生を考える良いきっ
かけにもなりました。
　振り返ってみればあっという間の一ヶ月でしたが、
本当にたくさんのものを得ることが出来たと思います。
カナダの美しい景色や出会った全ての人、どれもが
大切な思い出です。特にホストファミリー と本当に素
敵な時間を一緒に過ごすことが出来たことは、私にと
って一生の宝物です。一緒に行ってくれた田中君、
そしてこのような貴重な機会を与えてくださった中野先
生、相浦先生、Jacquiさん、ラボの先生方、には
本当に心から感謝しています。この素晴らしい滋賀
医大ならではの海外自主研修制度がこれからもずっと
続いてほしいと願っています。
キャピラノブリッジにて ラボのメンバー
ジャパドッグです おいしい中華料理
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ベトナムChoray病院での自主研修 
医学科第４学年　木　村　晃　久 
　私が自主研修に行かせていただいたのは、ホーチ
ミン市内の中枢病院であるチョー ライ病院です。2009
年 8月末から9月中旬までの約２週間という短い期間
でしたが、本当に貴重な経験となりました。ここでは
そのごく一部ですが紹介させていただきます。
準備
　私は滋賀医科大学に学士編入する以前はアメリカ
に住んでおり、将来も海外で働くことに興味があるため、
海外自主研修には関心をもっていました。そして、ア
メリカ以外の行ったことがない国に行きたいと考えてい
ました。また、アメリカの大学では４年間研究をしてい
たため、海外自主研修では研究だけでなく臨床にも
参加したいと考えていました。そこで、学生課の配
布資料を参考に相浦先生に話を聞かせていただくと、
ベトナム研修は比較的自由であり、チョー ライ病院
Training Departmentと連絡を取りながら、スケジュ
ルーを作成・調整することができるとのことでした。
　今年のベトナム研修は4人まで受け入れ可能でした。
そのため、研修先決定後には、友人３人と毎週 1度
集まり、ベトナムで何に興味があり、何を学びたいか
を話し合いました。インター ネットで調べ、相浦先生
だけでなく去年ベトナム研修に行かれた先輩方に話
を伺い、チョー ライ病院Training Departmentへメ
ールで何度も相談した結果、頭部外傷・熱帯病・
肝腫瘍を学ぶことにしました。研修内容を決定すると、
定期的に４人で集まり、頭部外傷・熱帯病・肝腫
瘍について予習することにしました。
　このようにスケジュールを作成・調整できるというメ
リットがベトナム研修にはあります。この準備をしてい
るときからもうすぐみんなでベトナムに行けるという楽し
みでいっぱいでした。
研修
　飛行機がベトナム・ホーチミン空港に到着すると、
チョー ライ病院の女性スタッフが救急車で迎えに来て
くれていました。「職権乱用（？）」で申し訳なく思い
ましたが、乗り心地もよく、１時間ほどで病院に到着
しました。
　オリエンテ シーョンを終え、頭部外傷外科での研修
が始まると、早速問題がおこりました。朝７時に集合
場所とされていた「会議室横の通路」に教授が見
当たりません。横の会議室では医師・看護士達が
深刻な顔をして症例検討会を開いています。覗いて
みると一人の看護師と目が合い、「ここは、あなた達
が来るところと違う」というのを手振りで表してくれて
います。そこで、隣にあるレセプションで医師達に訪
ねましたが、手掛かりさえありません。時計を見ると７
時１５分になっていました。
　そこで、Training Departmentに行き、頭部外傷
外科に連絡を取ってもらうことにしました。結果、「会
議室」が答えでした。教授は、長机の一番手前に
座っており、「会議室横の通路」からは死角でした。
申し訳なく入ると、教授は怖い顔でしばらくこちらを見て、
私たち４人を指差しながら『You Forgot!』。『Hoo-Ha!』。
手術見学を終えて !
ベトナムのバイク交通 !
クチトンネル !
23
キャンパスライフ SETA DAYORI  No.85
　連絡の行き違いにより、最悪の初日となりました。
そこで、連絡を取りやすくするように携帯電話を一台
買いました。そのあとは連絡も比較的容易になり、教
授の回診に参加し硬膜外血腫・硬膜下血腫・くも
膜下血腫・脳内血腫の患者さんを見て、頭部外科
手術にも立ち会うことができました。
　熱帯病科では、衛生状態良好な日本ではもはや見
ることのなくなったLeptospirosis・熱帯地方特有の
Dengue Hemorrhagic Feverといった感染症を見て
学ぶことができました。また、ベトナムにはViper・
Cobraが多く生息し、患者の治療を見ることもできま
した。
　肝腫瘍科では、ほとんど全患者がB型肝炎ウイル
スに感染しており、その結果として肝腫瘍になってい
ました。特に、10代 20代の若い肝腫瘍患者が多く
いたことは驚きでした。日本では利用できるB型肝炎
ウイルスに対するワクチンがベトナムでは手に入らない
ため蔓延し、産道感染を起こすことが主な原因との
ことでした。また、ベトナムでは医療衛生の問題があり、
歯科治療や輸血によって感染することが多いとのこと
でした。最近では若者の間で tattooに起因する肝
炎も多くなっているという話も聞かせていただきました。
　このように、ベトナムで特に問題となっている疾患を
学ぶことで、その国の生活様式・衛生状態・経済
状態を垣間見ることができました。もし、将来「国境
なき医師団」「JICA」「WHO」などに参加し発展途
上国で働くことに興味があるなら、ベトナム研修は大
変有意義なものになると思います。
生活
　平日の生活は平坦でした。朝７時から教授の回診・
手術に参加し、夕方には寮に戻ります。そこから、
次の日の予習と最終日にあるプレゼンテーションの用
意をするため、寝るのは夜中２時を過ぎることも多かっ
たです。生活としては、テスト前の生活に近い状態
でした。
　最も大変だったのは、交通です。平日の外出はフ
ドーコ トーに行くぐらいですが、ベトナムのバイク交通
量は悲惨です。私たちがチョー ライ病院の前で調査
した結果では、３０分間に 3,000台以上のバイクが通
ります。また、警察さえいなければ赤信号でもバイク
がドンドン来ます。このため、道路を渡るのも怖く、コ
ツがいります。実際、この交通量と交通マナ をー反
映して、チョー ライ病院に運ばれてくる原因別患者数
は頭部外傷が 1位であり、死亡数も頭部外傷が 1
位です。また、チョー ライ病院の前では、衛生状態
は良いとは言えず、屎尿糞尿のニオイが漂っていまし
た。
　しかし、このような生活に解き込むことで観光地で
はない、本当のベトナムを経験することができました。
週末
　ここまで大変なことばかり書きましたが、週末は本
当に楽しかったです。昼は、メコン川でCruse・クチ
トンネル（ベトナム民族解放戦線の拠点跡）見学とラ
イフル銃の射撃・中心街でショッピングを楽しみ、夜
になると、さらに豪華客船でフル トーを聴きながらの
Dinner Cruse・一流ホテル最上階でカクテルを飲み
ながらアイスクリー ム・ナイトマーケットでショッピングを
楽しみました。
ベトナム研修ではオンオフの切り替えがしっかりでき、
めちゃくちゃ勉強し、めちゃくちゃ遊ぶことができ、とて
も有意義に過ごせました。
最後になりましたが、このようなすばらしい機会を与え
てくださった相浦先生、ベトナムでの全ての準備をし
てくださったHai先生・Bich先生・Hienさん、ベト
ナム実習を一緒に乗り切ってくれた藤野・前田・石上、
そしてベトナム研修を支えてくれた全ての方に心から
感謝しています。ありがとうございました。
生春巻き・揚げ春巻き !
研修終了後、チョーライ病
院食堂で
T
 D.先生と昼
食! 市街にあるサイゴ
ン大教会
（聖母マリア教会）!
追悼慰霊式を終えて
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ヨット部　故 嶋岡秀典君の慰霊式を挙行 
　本学ヨット部は、去る平成４年９月１１日(金 )午後４時５０分に琵琶湖で不幸にも遭難した故 嶋岡秀典君（入
学年次：平成４年度 第１８期入学）の慰霊式を今年は９月５日（土）の１１時から嶋岡さんの御家族、服部副
学長他の列席の下、体育館前にある慰霊碑前にて行った。 
　当日は、真夏を思わせる猛暑の中、ヨット部OB他関係者約４０名の列席のもと、ヨット部主将の医学科第３
学年山本匠悟君から部活の安全対策に対する誓いの挨拶があった。 
 
　ヨット部主将  医学科第３学年　山　本　匠　悟 
　９月を迎え、この慰霊碑の前に立ちますと、改めて自然の恐ろしさを感じ、
身が引き締まる思いがいたします。 
　秋の代替わりを持ちまして、滋賀医科大学ヨット部の現役部員は、３回生
が６人、２回生が６人、１回生が３人と次第に人数も多くなってまいりました。
また、２年後の西医体において、ヨット種目の主幹校を務めさせていただくこ
ととなり、対外的にも責任のある立場に立つことになります。このようなときに
こそ、安全に十分に気をつけ、対策を徹底し、他校に対しても模範とならなければならないと思って
おります。 
　私たちは、嶋岡秀典さんのヨット部への思い、ご家族の方 の々思いを真摯に受け止め、現在のヨッ
ト部がありますことを感謝するとともに、二度とこのような悲しい事故を起こさないことを誓います。 
　最後になりましたが、嶋岡秀典さんの安らかな御冥福を心よりお祈り申し上げます。 
 
学生の課外活動における地域貢献 
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　今回、村山理事から地域貢献に携わる学生さんとお話しをしたいとのことから、現在バドミントン部主将の男
女を理事室に迎えることとなった。 
　バドミントン部では、滋賀県に所属する障害者バドミントンサークルと結成以来１０年以上の交流があり、今も
そのサークルが毎年開催する全国大会において準備から運営、試合進行、後片付けまでサポ トーしており、練
習でも健常者同様に１対１、２対２の試合をこなしている。 
　本学４回生である前田　航規さん、奥田　麻衣さんから、出身地や高校でのクラブ活動、本学の志望動機
などが話題となり、話が盛り上がった。 
　理事から、４回生は自主研修もあり、海外へ行くことや他校との学生とも接する機会を環びわ湖大学コンソ
ーシアムの単位互換により作る等、いろいろな経験を積み、卒業後は一時的に他府県へ行くようなことがあっ
ても、いずれは滋賀県に戻ってきて、成果をあげてほしいと希望された。 
 
村山理事室にて 
バドミントン部主将 左（前田さん）・中央（奥田さん）・右（村山理事） 
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滋賀医科大学奨学基金奨学生の決定 
　本学では、「滋賀医科大学奨学基金」による奨学生として、毎年、医学科２年～６年、看護学科の２年～４
年の各学年から成績が優秀な者を１名採用し、奨学金として月額５万円を１年間給付することとしています。 
　このたび平成２１年度の奨学生を以下のとおり決定いたしました。 
 
医学科第２学年　　岡　田　香　澄 
医学科第３学年　　大　竹　要　生 
医学科第４学年　　大　庭　章　史 
医学科第５学年　　田　中　仁　美 
医学科第６学年　　澤　村　由　子 
看護学科第２学年　　谷　川　温　子 
看護学科第３学年　　深　草　由　佳 
看護学科第４学年　　川　勝　裕　絵 
 
奨学生に採用された感想 
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　この度は、滋賀医科大学奨学基金奨学生に選
出頂き、非常に光栄に思います。１年間支えて
くださった先生方、共に切磋琢磨できる友人た
ち、そして家族に感謝致します。
　これからも、医学を学ぶ機会を与えて頂いた
ことを感謝し、日々精進していきたいと思いま
す。ありがとうございました。
医学科第２学年　岡田　香澄
　今年度の奨学生に選んでいただき大変光栄に
思います。このような制度は、目標に向かって
学んでいく中で大きな励みになるので、非常に
感謝しております。
　これからは、よりいっそう気を引き締め奨学
生の名に恥じぬよう勉学に励んでいきたいと思
います。ありがとうございました。
看護学科第２学年　谷川　温子
　この度は、奨学生に選んでいただき、大変光
栄に思います。御指導くださった先生方、共に
学びを深めてきた友人、生活を支えてくれた家
族には、とても感謝しています。
　９月からは実習が始まります。一つひとつの
貴重な経験を積み重ね、看護について考え実践
していきたいと思います。ありがとうございま
した。
看護学科第３学年　深草　由佳
　滋賀医科大学で、これまでの 3 年間看護学を
学ぶ機会を与えられましたことに、深く感謝し
ております。自分の目標に向かって日々の学び
を深める中で、このような評価をいただけたこ
とは、大変光栄に思います。同時に奨学生の名
に恥じぬよう、より一層勉学に励まなければな
らないと、身の引き締まる思いがいたします。
　大学生活もあと一年となりました。現在、自
分の進路、就職について、悩んでいるのが正直
なところです。
　この先一人前の医療従事者となるまでに幾度
も壁にぶち当たると思いますが、初心を忘れず、
患者さんの「力」を信じて、その方に寄り添う
ケアが行えるような看護職者を目指したいと思
います。
　入学してから今まで、無事に大学生活を過ご
すことができたのも、先生方、友人、ソフトボ
ール部の先輩方、後輩方、家族の励ましがあっ
てこそだと思っております。「悩み」を苦とし
てとらえるのではなく、日々感謝の気持ちで将
来の夢に向かって努力していきたいと思います。
本当にありがとうございました。
看護学科第４学年　川勝　裕絵
　今回、奨学基金の奨学生に選出されたこと、
大変光栄に思います。このような評価を頂けた
のも、先生方をはじめ、友人や家族の支えがあ
ってのことであり、とても感謝しています。今
後も、自分の目標に向かって、マイペースに努
力していきたいと思います。
医学科第４学年　大庭　章史
　奨学生に選んでいただき、大変嬉しく思いま
す。同時に、これまで私を支えてくれた家族や
友人、そして御指導くださった先生方に心から
感謝いたします。
　今後も、理想の医師像を目指して日々精進し
ていきたいと思っています。
ありがとうございました。
医学科第５学年　田中　仁美
　この度は奨学生に選んでいただき大変光栄に
思います。有難うございました。
このように選出していただけたのも、大学の先
生方や家族、共に励まし合ってきた友人のおか
げです。
　沢山の方々に支えられていることの感謝を忘
れず、初心を大切にし、社会に貢献出来るよう
な医者を目指したいと思います。
医学科第６学年　澤村　由子
　このような制度は一つの励みになり、大変感
謝しております。
　大学での勉強が将来の“基礎体力”に繋って
はくれないか、そう考えています。せっかく与
えられた学生の時期なので、妥協はなるべくな
ら抑えながらやっていきたいと考え、　これか
らも励んでいきたいと思います。
　このたびはどうもありがとうございました。
医学科第３学年　大竹　要生
SETA DAYORI  No.85 インフォメーション
　去る１０月１５日（木）午前１０時から体育館において、ご遺族、ご来賓、しゃくなげ会会員及び教職員・学
生４６０余名の参列の下に、第３５回滋賀医科大学解剖体慰霊式を執り行い、系統解剖３６霊、病理解剖３２霊、
法医解剖８６霊、計１５４霊の御霊のご冥福をお祈りいたしました。 
　慰霊式は、まず出席者全員で御霊に黙祷を捧げ、諸霊法名拝誦のあとに馬場学長から慰霊の辞が述べられ、
続いて学生代表の慰霊の辞、山中しゃくなげ会理事長より献辞があり、出席者全員による献花が行われました。 
　最後に、ご遺族代表の西田康一氏、本学教授代表として解剖学講座の杉原教授から挨拶があり、閉会と
なりました。 
第35回　滋賀医科大学解剖体慰霊式を実施 
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　この勢多だよりが皆さんのお手元に届くころには、紅葉も見ごろとなっ
ていることと思います。今年も「若鮎祭」が学生の皆さんの力で開催さ
れ、地域の方 に々も多くのご参加をいただく楽しい催しとなりました。翌
日はあいにくのお天気で、片づけが例年以上に大変だったようですが、
それもみな学生時代の良い思い出となることでしょう。 
　これから冬に向かい体調を崩しやすくなります。新型インフルエンザ等
の予防にはより一層の注意を払って、元気に学び遊べるよう自身の健康
管理に留意しましょう。 
 
編集委員長　宮松　直美
編 集 後 記  
　勢多は勢田、世多、瀬田とも書かれるが、古代、中世の文献では、
勢多が多用されている。それに勢多は「勢（いきおい）が多い」と
いう佳字名称である。従って、いきおいが多かれと願う本学関係者の
想いにぴったりということで、瀬田とせずに、あえて勢多とした。 
（題字は、故 脇坂行一初代学長による） 
（勢多だよりの由来）
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